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2026年８月期第２四半期（中間期）の業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

当社は、2025年10月14日に公表しました2026年８月期第２四半期（中間期）（2025年９月１日～2026年２月28

日）の業績予想と、本日公表の実績に差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 

１．2026年８月期第２四半期（中間期）業績予想数値と実績値との差異（2025年９月１日～2026年２月28日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中間純利益 
１株当たり 

中 間 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

4,807 

百万円 

275 

百万円 

273 

百万円 

165 

円 銭 

34.18 

実績（Ｂ） 4,574 319 320 216 44.71 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △232 44 47 50 － 

増 減 率（ ％ ） △4.8 16.2 17.3 30.8 － 

（参考）前期第２四半期実績 

（2025年８月期第２四半期） 
4,497 252 253 232 48.13 

 

２．差異の理由 

当第２四半期（中間期）においては、前期からの利益率を重視する方針を継続した効果が実績に反映されまし

た。一部大口得意先の売上減少により全体の売上高は減少したものの、一般得意先の売上が増加したことや、付

加価値の高い印刷物の受注が好調だったこともあり、利益率については堅調に推移しました。 

製造部門においても、従業員の多能工化が進み、人員の適正化及び効率化によるコスト削減が図られたことに

より、利益率の改善につながりました。また、生命保険の解約により、保険解約返戻金として13,622千円を特別

利益に計上いたしました。 

これらの要因により、中間純利益において、前回公表の予想を上回る結果となりました。 

 

なお、通期の業績予想につきましては、不安定な国際情勢による原材料価格の動向等、当社の業績に与える影響が

不透明であることから、精査中であり、現時点では予想の変更はございません。また、他の要因も含め、今後修正

が必要と判断した場合には速やかに公表いたします。 

以 上 


